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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

 

回次
第19期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第20期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第19期

会計期間

自　平成21年
　　４月１日
至　平成21年
　　６月30日

自　平成22年
　　４月１日
至　平成22年
　　６月30日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成22年
　　３月31日

売上高 (千円) 14,573,3496,708,05346,000,169

経常利益 (千円) 2,504,383830,4961,599,667

四半期(当期)純利益 (千円) 1,367,665443,563 930,605

純資産額 (千円) 96,711,96895,291,70795,561,522

総資産額 (千円) 208,192,791195,962,901195,350,120

１株当たり純資産額 (円) 2,711.382,671.562,679.13

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 38.34 12.44 26.09

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 46.5 48.6 48.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 10,711,0183,098,15020,768,008

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △75,310 △781 △14,729

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,203,590△690,834△7,103,333

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 47,821,15754,445,52052,038,986

従業員数 (名) 206 177 170

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しておりませ

ん。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営んでいる事業の内容に重要

な変更はありません。

なお、主要な関係会社についても異動はありません。

 

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成22年６月30日現在

セグメントの名称 従業員数(名)

不動産分譲事業
97
(16)

不動産賃貸事業 -

その他の事業
80
(23)

合計
177
(39)

(注) １　従業員数は就業人員数(当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの

出向者を含む。)であり、臨時雇用者数は(　)内に当第１四半期連結会計期間の平均人員数を外書で記載しておりま

す。

２　臨時雇用者には、嘱託、契約社員を含んでおります。

３　不動産賃貸事業は、不動産分譲事業の従業員が兼務しております。従いまして、上記の従業員数の記載におきまして

は、主たる業務を担う不動産分譲事業に一括して記載しております。

 

(2) 提出会社の状況

平成22年６月30日現在

従業員数(名)
97
(16)

(注) １　従業員数は就業人員数(当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。)であり、臨時雇用者数は

(　)内に当第１四半期会計期間の平均人員数を外書で記載しております。

２　臨時雇用者には、嘱託、契約社員を含んでおります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 売上高の状況
 

区分

当第１四半期
連結会計期間

(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

金額(千円)構成比(％)

不動産分譲事業

新築マンション
等分譲事業

5,529,15882.4

計 5,529,15882.4

不動産賃貸事業

オフィスビル等
の賃貸事業

588,743 8.8

計 588,743 8.8

その他

不動産管理事業 517,820 7.7

その他付帯事業 72,330 1.1

計 590,150 8.8

合計 6,708,053100.0

(注)１　セグメント間取引については、相殺消去しております。

　　　２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

 

(2) 引渡実績
 

区分

前第１四半期
連結会計期間

(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期
連結会計期間

(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

戸数(戸) 金額(千円) 戸数(戸) 金額(千円)

新築マンション等分譲事業 348 13,321,247137 5,529,158

合計 348 13,321,247137 5,529,158

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

 

(3) 期中契約高
 

区分

前第１四半期
連結会計期間

(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期
連結会計期間

(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

戸数(戸) 金額(千円) 戸数(戸) 金額(千円)

新築マンション等分譲事業 309 11,780,233318 15,253,032

合計 309 11,780,233318 15,253,032

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(4) 契約残高
 

区分

前第１四半期
連結会計期間末
(平成21年６月30日)

当第１四半期
連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

戸数(戸) 金額(千円) 戸数(戸) 金額(千円) 戸数(戸) 金額(千円)

新築マンション等分譲事業 172 6,772,873487 28,063,240306 18,339,366

合計 172 6,772,873487 28,063,240306 18,339,366

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

 

２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又は、

前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

 

３ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、世界経済の回復を背景に、輸出や生産が増加するととも

に、企業収益、設備投資、個人消費も改善してきており、景気は持ち直しつつあります。

当社が事業展開する新築分譲マンション市場におきましては、景気低迷に伴う個人所得の減少、雇用情勢の悪

化等先行きに対する不透明感があるものの、都心近郊のマンション需要につきましては一定の需要があります。

このような環境の中、当社はむやみに売上拡大を図ることなく、利益の見込める用地を選別して取得すること

に努め、都心部を中心に高品質で競争力の高い新築分譲マンションを供給してまいりました。

その結果、当第１四半期連結会計期間における連結売上高は6,708,053千円(前年同期比54.0％減)、連結営業

利益は1,130,208千円(前年同期比59.7％減）、連結経常利益は830,496千円(前年同期比66.8％減)、連結四半期

純利益は443,563千円(前年同期比67.6％減)となりました。

自己資本につきましては、当第１四半期連結会計期間末では95,291,707千円、自己資本比率は48.6％と高い水

準になっております。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

 

セグメントの名称

当第１四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

売上高(千円) 構成比(％)

不動産分譲事業 5,529,158 82.4

不動産賃貸事業 588,743 8.8

その他 590,150 8.8

合計 6,708,053 100.0

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(不動産分譲事業)

　不動産分譲事業におきましては、売上高は5,529,158千円となりました。

 

(不動産賃貸事業)

　　　　　不動産賃貸事業におきましては、売上高は588,743千円となりました。

 

(その他)

　その他の事業におきましては、不動産管理事業売上高が517,820千円、その他付帯事業売上高が72,330千円

となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物の期末残高は、期首残高に比べ2,406,533千円増加

し、54,445,520千円となりました。

 

①　営業活動によるキャッシュ・フロー

当第１四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益

824,256千円、前受金の増加775,880千円、たな卸資産の減少1,879,753千円を主な要因として、3,098,150千円

の収入(前年同期は10,711,018千円の収入)となりました。

②　投資活動によるキャッシュ・フロー

当第１四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、781千円の支出(前年同期は

75,310千円の支出)となりました。

③　財務活動によるキャッシュ・フロー

当第１四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払を要因として、

690,834千円の支出(前年同期は1,203,590千円の支出)となりました。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び

新たに生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2) 設備の新設、除却等の計画

前連結会計年度末において、計画中又は実施中の重要な設備の新設、除却等はありません。

また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 94,000,000

計 94,000,000

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年８月４日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 35,784,00035,784,000
東京証券取引所
（市場第一部）

株主としての権利内容に制限 
のない標準となる株式であり　
単元株式数は10株であります。

計 35,784,00035,784,000― ―

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年６月30日 ― 35,784,000 ― 12,499,100 ― 12,190,068
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(6) 【大株主の状況】

①　当第１四半期会計期間において、以下のとおり大株主の異動がありました。

平成22年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

株式会社ＭＭＹ 東京都豊島区池袋二丁目39番12号 ― ―

 

平成22年６月４日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

株式会社ＭＭＹ 東京都豊島区池袋二丁目39番12号 9,033.4 25.24

 

②　大量保有報告書の提出状況は以下のとおりです。

１　東京青山・青木・狛法律事務所及びベーカー＆マッケンジー外国法事務弁護士事務所から平成22年４月15日付で

関東財務局長に提出された大量保有報告書により、平成22年４月８日現在でコーヘン・アンド・スティアーズ・

キャピタル・マネジメント・インク及び共同保有者２社が以下の株式を所有している旨の報告を受けております

が、当社として当第１四半期会計期間末の実質所有株式数の確認ができておりません。なお、大量保有報告書の内

容は以下のとおりであります。

 

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

コーヘン・アンド・スティアー
ズ・キャピタル・マネジメント
・インク

280 Park Avenue, New York,
NY, USA

1,327.1 3.71

コーヘン・アンド・スティアー
ズ・ヨーロッパ、エス・エー

166 Chaussee de la Hulpe,
1170 Brussels, Belgium

56.9 0.16

コーヘン・アンド・スティアー
ズ・アジア・リミテッド

Citibank Plaza, 3 Garden Road,
Central, Hong Kong

 25.4 0.07

 ２　安川秀俊氏から平成22年６月４日付で関東財務局長に提出された大量保有報告書により、平成22年６月４日現在で

安川秀俊氏及び共同保有者３社が以下の株式を所有している旨の報告を受けており、提出者に確認の上、平成22年

６月４日現在において報告のとおりの所有状況であることを確認しております。なお、大量保有報告書の内容は以

下のとおりであります。

 

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

安川　秀俊 東京都港区 6,093.6 17.03

株式会社ＭＭＹ 東京都豊島区池袋二丁目39番12号 9,033.4 25.24

有限会社ミューアセット 東京都中央区日本橋二丁目２番６号 3,000.0 8.38

株式会社サクセス・プロ 東京都中央区日本橋二丁目２番６号 1,369.8 3.83
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載すること

ができませんので、直前の基準日である平成22年３月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成22年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式    115,110

―
株主としての権利内容に制限の   
ない、標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式 35,668,3303,566,833 同上

単元未満株式 普通株式        560― 同上

発行済株式総数 35,784,000― ―

総株主の議決権 ― 3,566,833 ―

(注)　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,320株(議決権232個)含まれておりま

す。

 

② 【自己株式等】

平成22年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ゴールドクレスト

東京都千代田区大手町
二丁目１番１号

115,110 ― 115,110 0.3

計 ― 115,110 ― 115,110 0.3

 

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

 

月別
平成22年
４月

 
５月

 
６月

最高(円) 2,7702,5282,015

最低(円) 2,4051,8591,524

(注)　最高・最低株価は東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

 

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期連結会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで) 及び前第１四半期連結累計期

間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連

結会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで) 及び当第１四半期連結累計期間(平成22年４月１日か

ら平成22年６月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間(平成21年４月１日から

平成21年６月30日まで) 及び前第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)に係る四

半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで) 及び当第１

四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで) に係る四半期連結財務諸表について、有限責

任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 54,463,926 52,057,817

売掛金 54,383 70,008

販売用不動産 29,490,710 33,168,867

仕掛販売用不動産 ※２
 76,699,244

※２
 74,930,841

その他 3,085,399 3,085,055

貸倒引当金 △218 △279

流動資産合計 163,793,446 163,312,311

固定資産

有形固定資産 ※１, ※２
 30,341,434

※１, ※２
 30,446,813

無形固定資産 15,827 17,369

投資その他の資産 ※２
 1,812,192

※２
 1,573,625

固定資産合計 32,169,454 32,037,809

資産合計 195,962,901 195,350,120

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,000,196 394,190

1年内償還予定の社債 44,500,000 44,500,000

1年内返済予定の長期借入金 3,000,000 3,000,000

未払法人税等 450,195 77,785

前受金 2,553,978 1,778,097

その他 2,248,292 2,629,676

流動負債合計 53,752,663 52,379,750

固定負債

社債 44,500,000 44,500,000

長期借入金 1,000,000 1,000,000

退職給付引当金 110,390 108,488

役員退職慰労引当金 437,640 429,950

その他 870,500 1,370,410

固定負債合計 46,918,530 47,408,848

負債合計 100,671,193 99,788,598

純資産の部

株主資本

資本金 12,499,100 12,499,100

資本剰余金 12,190,068 12,190,068

利益剰余金 70,811,444 71,081,258

自己株式 △208,904 △208,904

株主資本合計 95,291,707 95,561,522

純資産合計 95,291,707 95,561,522

負債純資産合計 195,962,901 195,350,120
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

売上高 14,573,349 6,708,053

売上原価 10,287,557 4,281,319

売上総利益 4,285,791 2,426,734

販売費及び一般管理費 ※１
 1,483,228

※１
 1,296,526

営業利益 2,802,562 1,130,208

営業外収益

受取利息 10,356 9,767

契約収入 8,910 500

施設賃貸料 3,202 2,566

その他 19,911 9,598

営業外収益合計 42,379 22,431

営業外費用

支払利息 336,558 321,478

その他 4,000 664

営業外費用合計 340,558 322,143

経常利益 2,504,383 830,496

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6,240

特別損失合計 － 6,240

税金等調整前四半期純利益 2,504,383 824,256

法人税、住民税及び事業税 782,130 403,616

法人税等調整額 354,587 △22,922

法人税等合計 1,136,717 380,693

少数株主損益調整前四半期純利益 － 443,563

四半期純利益 1,367,665 443,563
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,504,383 824,256

減価償却費 144,539 140,118

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,335 1,902

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,855 7,690

賞与引当金の増減額（△は減少） △56,845 △53,737

貸倒引当金の増減額（△は減少） △88 △60

受取利息 △10,356 △9,767

支払利息 336,558 321,478

売上債権の増減額（△は増加） 24,949 15,625

前受金の増減額（△は減少） △87,170 775,880

たな卸資産の増減額（△は増加） 9,542,317 1,879,753

仕入債務の増減額（△は減少） △779,446 606,006

その他 635,170 △1,339,132

小計 12,261,203 3,170,013

利息の受取額 7,490 10,119

利息の支払額 △57,057 △57,042

法人税等の支払額 △1,500,617 △24,940

営業活動によるキャッシュ・フロー 10,711,018 3,098,150

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △69,985 －

その他 △5,325 △781

投資活動によるキャッシュ・フロー △75,310 △781

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △1,203,590 △690,834

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,203,590 △690,834

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 9,432,116 2,406,533

現金及び現金同等物の期首残高 38,389,040 52,038,986

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 47,821,157

※１
 54,445,520
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 

当第１四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

会計処理基準に関する事項の変更

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号　平成20年３月31日)

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日)を適用し

ております。

なお、これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。

 

【表示方法の変更】

 

当第１四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号　平成20年12月26日)に基づき財務諸表等規則等の一部

を改正する内閣府令(平成21年３月24日　内閣府令第５号)の適用に伴い、当第１四半期連結累計期間では、「少数株

主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

 

【簡便な会計処理】

 

当第１四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

１　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。

２　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加減算項目のうち、重要性の乏しいものを加味しない方法によっており

ます。
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【追加情報】

 

当第１四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

当社は平成22年６月30日開催の取締役会において、下記の固定資産の譲渡について決議を行い、同日付で譲渡契約

を締結しました。

１．理由

資産の効率化及び財務体質の強化

２．譲渡する相手会社の名称

株式会社島忠

３．譲渡資産の種類、譲渡前の使途

　　土地(14,917.82㎡)及び建物(17,533.69㎡)、商業施設として賃貸

４．譲渡の時期

　　平成22年6月30日　譲渡契約締結

　　平成22年8月31日　物件引渡し(予定)

５．譲渡価額

　　7,800,000千円（消費税別）

６．その他重要な特約等がある場合にはその内容

当該譲渡固定資産について、株式会社島忠と建物賃貸借契約を締結しておりますが、譲渡の際にこの契約を解約

いたします。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

 

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　　　　　　　　　　　　　　　1,899,258千円

 

※２　担保に供している資産

仕掛販売用不動産 58,754,857千円

有形固定資産 19,942,810千円

投資その他の資産 649,028千円

計 79,346,695千円

 

　３　保証債務

　当社顧客の住宅ローンに関して抵当権設定登記

完了までの間、金融機関に対して連帯債務保証を

行っております。

　一般顧客　　　　　　　　　  2,100,411千円

 

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　　　　　　　　　　　　　　　1,790,682千円

 

※２　担保に供している資産

仕掛販売用不動産 58,699,857千円

有形固定資産 20,018,610千円

投資その他の資産 457,248千円

計 79,175,715千円

 

　３　保証債務

　当社顧客の住宅ローンに関して抵当権設定登記

完了までの間、金融機関に対して連帯債務保証を

行っております。

　一般顧客　　　　　　　　 　 3,334,156千円

 

 

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

 

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金

額は次のとおりであります。

販売促進費　　　　　　　　　　327,835千円

　人件費　　　　　　　　　　　　284,454千円

広告宣伝費　　　　　　　　　　265,847千円

　租税公課　　　　　　　　　　　224,593千円

 

※１　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金

額は次のとおりであります。

広告宣伝費　　　　　　　　　　395,904千円

　人件費　　　　　　　　　　　　270,943千円

租税公課　　　　　　　　　　　184,668千円

 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 47,840,111千円

別段預金 △18,953千円

現金及び現金同等物 47,821,157千円
　

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 54,463,926千円

別段預金 △18,406千円

現金及び現金同等物 54,445,520千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成22年６月30日)及び

当第１四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日)

 

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 35,784,000

 

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 115,113

 

３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成22年５月13日
取締役会

普通株式 利益剰余金 713,377 20平成22年３月31日平成22年６月21日

 

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生

日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

４　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)
 

 
不動産分譲
事業
(千円)

不動産賃貸
事業
（千円）

その他の
事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高       

(1) 外部顧客に
対する売上高

13,321,247651,065601,03614,573,349 ― 14,573,349

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― 6,699 6,699 (6,699) ―

計 13,321,247651,065607,73514,580,048(6,699)14,573,349

営業利益 2,348,626403,96049,7962,802,384 178 2,802,562

(注) １　事業区分の方法

事業区分は事業内容を勘案して区分しております。

２　各事業区分の主な内容

不動産分譲事業　：　新築マンション等分譲事業

不動産賃貸事業　：　オフィスビル等の賃貸事業

その他の事業　　：　当社分譲マンションの管理事業等

３　事業区分の変更

従来、オフィスビル等の賃貸事業は、その他の事業に含めておりましたが、全セグメント資産の合計額に占める当

該事業の資産額の割合が10％を超えたため、「不動産賃貸事業」として区分表示することに変更しました。この結

果、従来の方法と比較して、その他の事業の売上高は651,065千円減少し、営業利益は403,960千円減少しており、不動

産賃貸事業については、それぞれ同額増加しております。

４　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

本邦以外の国又は地域に所在する支店及び連結子会社がないため該当事項はありません。

 

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

海外売上高がないため該当事項はありません。
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【セグメント情報】

（追加情報）

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平

成20年３月21日）を適用しております。

 

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、不動産分譲事業を主たる事業とするとともに、賃貸用不動産を所有しております。従いまして、当社は

「不動産分譲事業」及び「不動産賃貸事業」の２つを報告セグメントとしております。

「不動産分譲事業」は、新築マンション等の分譲を行っております。「不動産賃貸事業」はオフィスビル等の賃

貸を行っております。

 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第１四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日)

（単位：千円）

 

報告セグメント
その他
(注)

 合計
不動産分譲
事業

不動産賃貸
事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 5,529,158588,7436,117,902590,1506,708,053

セグメント間の内部売上
高
又は振替高

― ― ― 39,215 39,215

計 5,529,158588,7436,117,902629,3656,747,268

セグメント利益 683,643 354,2811,037,92492,1411,130,065

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産管理事業及びその他付帯事業を含んでお

ります。

 

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 1,037,924

「その他」の区分の利益 92,141

セグメント間取引消去 142

四半期連結損益計算書の営業利益 1,130,208
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

 

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

  

 2,671円56銭

  

 2,679円13銭

 

２　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第１四半期連結累計期間

 

前第1四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 38円34銭

潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額
―

１株当たり四半期純利益金額 12円44銭

潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額
―

(注)　１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 1,367,665 443,563

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 1,367,665 443,563

普通株式の期中平均株式数(株) 35,668,891 35,668,887
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(重要な後発事象)

　　　該当事項はありません。
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２ 【その他】

第19期期末配当について

平成22年５月13日開催の当社取締役会において、平成22年３月31日の最終の株主名簿に記載又は記録された

株主に対し、次のとおり期末配当を行うことを決議いたしました。

期末配当金の総額 713,377,740円

１株当たりの期末配当額 20円00銭

支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成22年６月21日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

平成21年８月３日

株式会社　ゴールドクレスト

取締役会　御中

 

有限責任監査法人　トーマツ  

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　松　　野　　雄　一　郎　㊞

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　片　　岡　　久　　依　　㊞

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社

ゴールドクレストの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成

21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ

・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人

の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを

行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査

の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ゴールドクレスト及び連結子会社の平成21年６月

30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状

況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

 (注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告書提出会社

が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

平成22年７月29日

株式会社　ゴールドクレスト

取締役会　御中

 

有限責任監査法人　トーマツ  

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　松　　野　　雄　一　郎　㊞

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　片　　岡　　久　　依　　㊞

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社

ゴールドクレストの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成

22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ

・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人

の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを

行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査

の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ゴールドクレスト及び連結子会社の平成22年６月

30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状

況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

 (注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告書提出会社

が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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